
小児の場合、疾患にもよりますが特に重症心身障害児は離乳食の段階から嚥下障害があり、食べるこ
とが難しいです。離乳食表で見ても、実際にどの段階なのかとてもわかりづらいです。

高齢者のやわらか食にて記載した「嚥下調整食分類」は中途嚥下障害を対象にしているため、そもそ
も嚥下機能を獲得していない小児には当てはまらないことがあり、日本摂食リハビリテーション学会
から障がい児の食事のための新しい分類が定義されました。

発達期摂食嚥下障害児（者）のための嚥下調整食分類2018

しかし、実際には小児の嚥下調整食は細かく、毎日作ることがとても大変です。

デリソフターのやわらか食について
～小児の場合～

https://www.jsdr.or.jp/wp-content/uploads/file/doc/formuladiet_immaturestage2018.pdf


デリソフターができることは？
①デリソフターを使って離乳食からステップアップ食まで作ることができます

②食材を容易に噛める/歯茎で噛める/舌で潰せる固さまで、見た目そのまま柔らかくすることができ
ます

③家族と一緒の料理、または家族の方が作る料理を食べることができます

④デリソフターにセットし最大29分でやわらか食ができるため、介護食作りの負担軽減ができます

⑤やわらか食から、掛け合わせの機器（ミキサーなど）を使うことで、簡単に加水少なくペースト食
も作ることができます

※それぞれのお子さんの嚥下機能によってやわらか食の対応も異なります。お子様の食形態に合わせ
て、元々お持ちの機器（ミキサーやハサミなど）を使って最後に手元調整していただくと、より食べ
る幅が広がる可能性があります。

実際に多くのデリソフター愛用者のお子さんたちが、デリソフターで作ったやわらか食を食べて、食
事を楽しみ、笑顔になっています！


